
那須雪崩事故検証委員会現地調査 概要 

 

５／１４（日）ヒアリング   （於：大田原高等学校） 

  目的 主催者である高体連、死亡生徒の在籍する大田原高等学校の対応等を把握し、問

題点等を明らかにする。 

 

  方法 ・ 事前に収集した資料等を元に説明を求め、委員との質疑を行なう。 

・ 聞き取りの主査は，委員長が担当し、進行及び主たる質問を行なう。 

・ 委員は、不明な点や問題点等について、追加の質問を行なう。 

・ 必要な追加資料があれば、後日の提出を要請する。 

・ 記録（文章、写真等適宜）は、事務局が担当し、それを元に、委員（代表）

が検証委員会にその概要を報告する 

  

実施者  戸田委員長、西村副委員長、岸委員、大西委員 

                     ＊時刻は、概ね 

１０：３０ 那須塩原駅着（大田原高校（大田原市紫塚 3-2651）へ） 

１１：００ 

大田原高等

学校関係者 

   

 

 

関係者ヒアリング  

① 事故当日の学校の対応（資料等に基づく説明） 

・ 前校長、事務長、教頭、教務主任 

② 事故後の学校の対応（資料等に基づく説明） 

・ 前校長、現校長、事務長、教頭、教務主任  

③ 質疑 

１２：００ 

～１３：００ 
昼食・休憩 

１３：００ 

高体連関係

者、引率教員 

 

関係者ヒアリング 

① 高体連・登山部会の体制（資料等に基づく説明） 

・ 高体連前会長、登山専門部前部長、登山専門部前委員長 

② 春山登山講習会の運営・実施状況，過去の事故発生状況等 

（資料等に基づく説明） 

・ 高体連前会長、登山専門部前部長、登山専門部前委員長、引率教員 

１４：００ 

 

 

③ 事故当日の状況や動き（資料等に基づく説明） 

・ 高体連前会長、登山専門部前部長、登山専門部前委員長、引率教員 

④ 質疑 

１６：１５ 

（委員のみ） 

＜ヒアリングの総括＞ 

・検証委員会への報告方法等 

・その他 

１６：３０ 現地調査終了 

 

 

 

 



 

５／１５（月） 現地調査 

（於：那須温泉ファミリースキー場周辺及びなす高原自然の家他） 

目的 引率教員、消防署、山岳救助関係者、スキー場関係者等からの聴き取りにより、

事故発生前、事故発生時の状況，救助活動及び事後の対応等について把握し、問

題点等を明らかにする。 

  方法 ・ 事前に収集した資料等を元に説明を求め、委員との質疑を行なう。 

・ 聞き取りの主査は，委員長が担当し、進行及び主たる質問を行なう。 

・ 委員は、不明な点や問題点等について、追加の質問を行なう。 

・ 必要な追加資料があれば、後日の提出を要請する。 

・ 記録（文章、写真等適宜）は、事務局が担当し、それを元に、委員（代表）

が検証委員会にその概要を報告する   

実施者  戸田委員長、西村副委員長、田中委員、飯田委員、大西委員、北村委員、 

     菊地委員、小島委員 

＊時刻は、概ね 

１０：４５ スキー場 着  

献花・黙祷 

１１：００ 

 

 

 

 

 

 

 

現地調査 （スキー場，事故現場周辺）   

① 引率教員等からの聴き取り（資料を参照しながら） 

事故当日（27日）の研修の実施状況や各班の動き 

・ 活動開始前 

・ 各班の活動の状況～ 

・ 事故発生時の位置・状況等 

・ 事故発生後の対応と行動 

・ その他 

１２：３０ 

～１２：４５ 
（移動・なす高原自然の家）  

１２：４５ 

～１３：３０   
昼食・休憩 

１３：４５ 

 

 

 

 

 

 

 

＜関係者ヒアリング＞（於：なす高原自然の家） 

① 引率教員等からの聴き取り(午前の補充・追加事項) 

・事故発生当日の気象状況及び情報の入手方法 

・生徒の装備等の状況、緊急連絡体制・手段等 

・研修内容（変更に至る判断の経緯等） 

・その他 

② 那須町、スキー場指定管理者、地元精通者からの聴き取り 

・当日のスキー場周辺の状況(積雪、雪崩の危険性等) 

 閉鎖の時期とその理由、通常の安全啓発、スキー場の範囲、 

高体連との連携状況等、事故現場付近における過去の雪崩の発生状 

況 



１６：００ 

 

 

＜現地調査の総括＞ 

・第２回検証委員会への報告内容、方法等 

・その他  

１６：３０ 調査終了・移動（那須塩原駅へ） 

１７：１０ 那須塩原駅着 解散 

 


